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１ 調査名称：松山市総合交通体系調査 

 

 

２ 調査主体：松山市 

 

 

３ 調査圏域：松山都市圏 

 

 

４ 調査期間：平成１９年度～平成２０年度 

 

 

５ 調査概要： 

松山市は、①都市構造の変化に対応した、マルチモーダルな交通体系（拡散型都

市から集約型都市へ）②中心市街地における短トリップの自動車交通の削減とモビ

リティーの確保③都市計画道路の長期未着手などの問題点を抱えており、これらの

課題を解決するための総合的な交通計画を作成するため、既存のプローブパーソン

データ等を活用した上で、それらを補完するパーソントリップ調査を行う。 
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＜調査成果＞ 

 

１ 調査目的 

松山市は、愛媛県の県都として、既存ストックや地域資源を活かしたまちづくりを推進してい

る。しかし、都心部の商店街について、現在空き店舗はほとんどないものの、通行者が減少して

おり、その周辺部（都心地区）も活力を失いつつあり、今後進展する少子・高齢社会や、それに

伴って予想される人口減少による諸税の減収は、公共投資余力の衰退を意味し、加えて、1960

年代以降に郊外化し拡散した生活圏域が、今後の都市経営に対して次第に重荷になりつつある。

そこで、今活力が残っている間に、持続可能な都市、すなわち集約型都市へ転換することを目的

としている。 

そのためには、主に通勤における郊外部から中心市街地へ移動する交通手段を、自動車から公

共交通へ転換することや、都心地区における短トリップの自動車交通を削減し、路面電車、自転

車、コミューターバスなどの利用を向上させることなど、総合的な交通戦略の策定が必要である。

今年度は、松山市全域において、自動車の利用実態だけでなく、自転車、郊外電車、路面電車等

の交通手段別の人の動きを把握するための実態調査を実施する。 

 

２ 調査フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 調査フロー 

 

既存資料・統計資料 

パーソントリップ調査の全体計画 

・ ゾーニング、抽出率の設定 

・ 調査対象圏域の検討 

・ 調査体系の設定 

・ 個人情報取扱基準の作成 

 

実施準備 

・ 抽出準備 

・ 印刷物関連準備 

・ 広報活動 

パーソントリップ調査の実施 

データ処理 

・ 拡大処理 

・ データ処理（補完・補正） 

 

マスターファイル作成 
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道路交通センサス
（H17） 
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３ 調査圏域図 

 

本調査の計画策定対象地区は、松山市全域とする。但し、実態調査については、松山都市圏を

構成する周辺市町も対象とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 調査圏域図 

  
表 市町村別人口の推移 

   （単位：人）

市町村名 H 7 H 17 伸び（H17/H7) 

松山市 497,203 514,937 1.04

伊予市 41,064 39,493 0.96

東温市 33,058 35,278 1.07

松前町 30,106 30,564 1.02

砥部町 21,705 22,424 1.03

調査圏計 623,136 642,696 1.03

愛媛県 1,506,700 1,467,815 0.97

  資料：県統計年鑑
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４ 調査成果 

 

４－１ パーソントリップ調査の体系 

家庭訪問調査においては、通常の本体調査の他に、付帯調査として住み替えに関するアンケ

ート調査を実施する。補完調査としては、石手川断面におけるスクリーンライン調査を実施す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 パーソントリップ調査の体系図 

 

 

交通実態調査 家庭訪問調査 

本体調査 

・ 世帯票   ・ 個人票 

付帯調査 

・ ライフスタイル調査 

住居・住み替えに関する調査 

補完調査 

スクリーンライン調査 

・ 石手川断面（１６地点） 

営業用車調査 

・ 営業用貨物車 

・ ハイヤー・タクシー（空車） 

コードライン調査（域外居住者） 

・ 自動車 

道
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ン
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Ｏ
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４－２ 調査対象範囲の設定 

・現行の市町村区分でみると、伊予市、東温市、松前町および砥部町の通勤通学依存率が 20

％を超えている。（平成17年国勢調査） 

・市町村合併前の市町村区分でみると、中島町（現松山市）、中山町、双海町（現伊予市）、

広田村（現砥部町）の通勤通学依存率は20％を下回っている。（平成12年国勢調査） 

・以上より、調査の対象範囲は、松山市（旧中島町を除く）、伊予市（旧中山町、旧双海町を

除く）、東温市、松前町および砥部町（旧広田村を除く）とする。 

表 松山市への就業・通学者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４－３ ゾーニング図 
・家庭訪問調査においては、小ゾーン（町丁・大字単位）まで調査を行う。 

・大ゾーンは、平成17年道路交通センサスＢゾーンに基づいて設定する。 

・中ゾーンは、大ゾーンをベースに、前回調査のゾーニングや地区の特性を考慮して設定する。  

表 ゾーン数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就業・通学者数（人） 就業・通学者数（人） 就業・通学者数（人）

比率 比率 比率

201 松山市 255,790 234,232 91.6%

211 北条市 15,773 5,430 34.4%

363 中島町 3,870 53 1.4%

210 伊予市 16,788 5,467 32.6%

404 中山町 2,818 326 11.6%

405 双海町 3,191 552 17.3%

361 重信町 12,608 5,047 40.0%

362 川内町 6,174 1,846 29.9%

401 松前町 401 松前町 16,242 6,855 42.2% 16,242 6,855 42.2% 16,000 6,874 43.0%

402 砥部町 12,185 5,198 42.7%

403 広田村 664 41 6.2%

：5％以上10％未満 ：10％以上20％未満 ：20％以上

Ｈ１２国勢調査
（Ｈ１７市町村区分）

Ｈ１７国勢調査

松山市で就業・通学松山市で就業・通学

Ｈ１２国勢調査

松山市で就業・通学

常住地

Ｈ１２国勢調査Ｈ１７国勢調査

12,598 5,157 40.9%

18,172 6,815 37.5%

21,848 6,402 29.3%
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図 ゾーニング図 
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４－４ 将来像の基礎検討 
松山市の中長期的な人口フレームや都市機能配置、土地利用の方向性等を踏まえ、将来都市

像を検討するとともに、都市構造を支える交通体系のあり方、社会環境変化に対応した都市交

通マスタープランの基本スタンスを検討する。また、都市交通マスタープランの検討において

は、次年度に下記の項目を検討することを想定している。 

 

次年度 主要な検討項目の想定 

 
①都心地区の通過交通排除 

交通施設（外環状道路など）の整備、利用方策の工夫により、都心地区を通過する自動車交

通は排除 

 

②自転車、公共交通の利用促進 

都心周辺・郊外地域から都心地区を目的地とする交通に対し、車から自転車・公共交通への

転換による車の削減。車が削減したことにより、都心地区の道路空間の再配分の検討。 

 

③都心地域の回遊性の向上 

松山城、中心市街地、道後温泉、石手寺の自転車、歩行者の回遊性の向上 

 

④広域の回遊性の向上 

松山城、三津浜、松山総合公園、松山中央公園、石手川、道後温泉、中心市街地の広域的な

回遊性の向上 
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４－５ 基礎集計 
（１）本体調査 

素集計（拡大前）の調査結果を下記に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年齢階層・性別外出率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年齢階層・性別トリップ数 

＜男女計＞
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・性別にみると男性の外出率が女性より若干高い。年齢別にみると年齢が高くなるに
従い外出率が下がる。 
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（２）付帯調査 

付帯調査として、住み替え意向の把握等を目的として居住に関する調査を行った。調査

票と調査結果を下記に示す。 

①調査票 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 居住に関する調査票（おもて） 
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図 居住に関する調査票（うら） 
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②調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 今後の住み替えの予定・希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 住み替え予定・希望の場所 

・都心地区、都心周辺地区では他地域と比較して、住み替えの予定や希望が高い。 

・郊外ほど現在の場所に住み続けたいとする意向が強い。 

・４地域とも同じ地域に住みたいとする割合が高く、その傾向は郊外ほど高い。 

・都心地区への住み替え予定・希望は都心地区に近いほど割合が高い。 
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